




宪成した！£6,ヂオ，人热して未た 
OUTBSOfl 内 i かやの曲だ，た 



mm 



めざやか?？なハングごてさば>で.心 W ® の姐立 • めのシンブルさ 
ェ«“ 4 k んで行く に本冯に祛こえもか心配 U な Mlf 



何でもが買える便利な世の中。あえてその物の原点に戻ってみたら、別の世界 
が龈けるかも知れない。そんな好奇心にくすぐられて、初めてみよう "MADE 
IN EKUTEBIAN % 第1冋 U は荒并重行さんと鉱石ラヂォを作って楽し 
んだ。電池もいらない、イヤホンでしか聞けない、か弱い音しか出せない鉱石 
ラヂオだが、不便だなんて勝 T •に決めつけちゃいけません。元来、音とは「耳 
を傾けて聴く j というじゃありませんか。 

荒井重行さん 剛 TT 目) と 

鉱石ラヂオをたのしむ 
















春/「歩け歩け」 

至誠老人ホーム平均年》 ♦ 7 B 嫌 



夏/「すいか割 Oj 秋/「ぶどろ狩 Oj 

特別養護老人ホーム 5 F 平均年齡 • B 7 ffi 特別養護老人ホーム 2 F 平均年齡. B 4 獠 


籲 えくてびあん • レポート 

四季のいろ、 
ありがとろ、 
先輩。 

第21回至誠ホーム 
いきいき生活作品展より 


たくさんのお年寄りが集う至誠ホーム(錦町)が 
毎年行っている作品展、今年も1月 17 F 1 からの 3 H 問 
駅ビルルミネ•ウイルギヤラリーにて開かれました 0 
今年のテーマは「存•夏•秋•冬」 

H 々の忙しさにかまけた私たちが忘れていた 
四季の「いろ」。当然のことながら、春には#の 
秋には秋の^、ろがあったんですね。 

季節を愛でる想いを、ありがとうございます、先輩。 


冬/「ある冬の風祭 j 

柏センター平均年齡_ 81歳 





一 


J3S 


一： 

























月刊 • えくてびあん-立川と語ろう • 立川に生きよラ 


通巻 127 巻 


■俦ザったねえ」体験した餐两 
良丨瘙想はこの言雲しか出な 



真如苑だより 



ベスト立川人•展’95 

盛会のラちに閉展 


ホワ仆八ウスフロム中 a 

W 町 2-11-2 — »25-8558 

ゲ:ドチキン脚 M 
_ ©28-2636 

伊勢丹 mil 店*付 

W ©2-12-2 _»25-1111 

三菱銀行立 JH 支店 

W 町 2-13-3 _ »24-4121 

トボス立川店 
WSJ 2-18-18 025-0331 


オリオン書房•■ザパ- N 6 

W ®2-2-25 _ »23-3311 

印蠢の宝山堂 

W 町 2-4 _ 025-0111 

アルビ 3 ン 
W 印 2-4-28 »25-3824 



表示の形態⑴ 

相手にものを告げる形 
にもいろいろとあるが、 

今囲はよく ％かける，〇 
〇费止 ¥ の样铕。砂川町 
4 丁目の逍路に贫色のぺ 
5 ンキで吝かれた文字は 
道付用者以外 S: 丰汸止 j t ** 子供の道遊び! Sihj である n 
駐-中•岱 ih はありふれていても、 /- 供の逍遊びを! Sih する表/)々 
はめずらしい，この道の待主の方、よほど 14 法駐車と子供に 
手を炖いたのであろうか、いやいや、きっと子供の安全を思 
つてのことであろう。 
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995 • 2 • I (月I回発行） 


I 中島豆腐店 

羽衣 町 H 卜 34 _» 22-5723 

和) tb ストラン罵屋 
赃町 2 - 27-14 _ » 26-3698 

職屋 ら5む 

町 2 - 27-9 _ 026-3643 

立川商店 

羽衣町 2-30 _» 22-3565 

f _ 穿 

羽衣町 2 - 3 H _ 022-3353 

文具のないとラ 

職町 2 - 33-1 022-3677 

» 1 子加ンケーキスタジ 7 T 35 
羽衣町 2+1 _ 027-6808 

おそのい時計店 

肋衣町 2 - 32-2 _ © 22-5211 

多摩嘯用金靡麵 

栄町 2 づ 8-1 036-9711 

手打ちそば佶更 
朱® 5 - 12-1 _ 037-0991 

相禊屋酒店 

栄町 5 - 61-8 _ 036-2476 

森田接脅院 

栄町 6 - 6-25 — 035-6240 

高木健康回復センター 
錦® 1 - 6-21 _ 021-0289 

和薬子》ゆラぎ 

«町 1 - 8-5 025-0700 


むぎばたけ 

錁町 M -1 026-0210 


池田屋商 

店 

錦印 2 - 1-10 

» 22-3731 

痔屋酒 

店 

獅 2+13 

022-3625 

三田花 

店 

篛町 2 - 5-23 

024-4187 

立 ill 市市民会館 

錦印 3120 

026-1311 

□ッテリア立川劃 8 •店 

幸町 4-38 

» 37-4413 

|たちば 

な 

幸町 6 - 1-12 

« 37-{)347 

I自然食ばれあな 

高松町 2 - 1-23 

024-4560 

多靡画 

材 

蒿松® 2 - 1-25 

022-6031 

| 洋蕖子マ 11 アン 

1 高松町 2 - 10-22 

024-3912 

| 山梨中央銀行 mis 

|高松町 2 - 16-13 

026-1571 

| 宝泉菓子店 

WBBJJ 2 - 27-3 

026-1736 

丸助育果 

店 

高松町 2 - 4-18 

022-3542 

肉の導鬥店伊勢屋 

| 轟松町 2 * 6-20 

« 24-2734 


びあ 




ほわいとは 5 す 

皤町 2 - 9-28 _〇 24-1610 

ビジネスホテルクボタ 

I 柴崎町 M 2-23 022-1122 

いなげや立川南口店 
| 紫椅町 2 - 12-24 026-2947 

白洋金 2 JlWfifx ->8 

_〇25-〇〇36 

リタニ漢方薬局 

^邱 2 - 2-10 _ 025-1193 

i 関田酒店 

卜® 2 - 2-17 _〇 24-2960 

ユウ都市企画 

荣綺町 2 - 3-13 028-2566 


| ラ•バン 

JK 

| 楽 » 町 2 - 3-3 

O 24-5800 

luQURSHOP はなむら 

| 柴崎町 2 - 3-9 

022-2491 

| オーロール嫌きたて 111118 

| 賴 №- 4,15 

027-9473 

北京大魬 

店 

| 柴崎町 2 - 4-19 

Q 22-6393 

なな 

や 

| _ 即 2 - 4-22 

O 25-6980 

田中星美堂薬届 

餅® 2 - 5-3 

022-3913 

菊川 

園 

|柴费即 2 - 5"6 

026-2035 


人がゐて..街があります a 
♦胃 あなたがゐて、立川があります。 

• # そこにちょっとだけ、えくてびあん/ 

? リストのお店にはいつでもえくてびあん/ 



首都圏に拡がる 
とみん銀行 

薔らしに、ご摹雲に 
お役に立つよう 
努力しています B 




•行 



|表紙は 

* いあ一と 

闻芸 

r らんぶ j 
by 思方子 

語 

る 


- 一-一ん 


阶 I ' - 


caf 6 □ □ 

ラ K 

柴 It 町 2 巧 -8 

026-2285 

| スタジオ 269 

柴崎町 2-8 

027-0269 

東陶 

房 

柴錡町 24 

O 25-0079 

ロッテリア fflll 爾口店 

柴》© 3 , 1-3 


笠并紙 

店 

柴畸町 3 - 13-24 

022-8601 

矢沢齒 

科 

柴》町 3 - 16-2 

» 25-6600 

割烹紀ノ 

P 川 

柴輓町 3 - 4-3 

ft 25-5825 

ラ•フイ 

ネ 

1 柴 « 町 3 - 5-2 

» 25-2179 

| 3 シダ興金属店 

|撕町 3 - 5-4 

« 22-2448 

東京相和銀行 HJII 支店 

雜町 3 - 6-17 

« 22-2171 

オリオン霤房 

柴崎町 3 - 6-27 

025-3111 

あさひ銀行立川支店 

茱崎町 3+29 

022-4161 

イスパニスタ 

柴»町 3 - 6-3 

022-2969 

入船寿 

司 

雜町 3 - 6-32 

022-2474 

サンカメ 

ラ 

染讀印 3 - 7-22 

022-3336 


ラーメン飚馬 

柴綺町 3 - 8-2 _ 027-7575 

東京都民銀行立川支店 
柴 •! 町 3 - 9-21 _〇 22-7107 

美容室 U ラ 

若葉町 1 - 11-1 _〇 36-3048 

みふじサイクル 
若*町 1 - 12-4 _〇 36-7166 

紀ノ困霾立川店 
若葉町 1 - 13-2 _〇 36-1604 

エッソ石油芬球•ン 
若葉町 2-1 _ 035-3081 

大晋商事 

W 町 1 - 23-9 _ 025-3110 

オリオン書房ル》立 JIIE 

限町 2 - 1-1 027-2311 

tLi-f-f-Wi) 於 

» 町 2 - 1-1 027-6917 

八王？# t 字血液邡画 
播® 2 - 1-1 027-1140 

朝日力センター立)" 
fl 5 ® 2 -M _« 27-6511 

| ロッテリア立川ルミネ店 
隳町 2 - 1-1 _ 024-7433 

ォルコ-ル*和グーシー八ウス 

»印 2 - 3-7 _» 25-2580 

立) II リージエントホテル 

■町 2 - 11-7 022-1133 

松下珠算塾 

« 町 3-33 « 25-1671 


胡子®* 〇 

- 70 -^ 

薄® 12 - 4,28 

« 27-4138 

ア >+ャフ 

W® 2 - 4-30 

026-1818 

クリム 

K 

«町 2 - 4-30 

O 26-3030 

第一勧業銀行支店 

曙町 2 - 4-30 

022-5151 

シエ•夕 

スケ 

跚町 2 巧 -14 

027-5959 

さくら銀行立川支店 

明町 2 ‘ 6-11 

022-2151 

サヴィ 

二 

W 印 2 ゴ -10 

025-1662 



04=1川防災館 


•場所 /立川市泉町一一五六—一 

{ JR - OE : 川駅北口 2恭乘垛ょり防 

災センター経由または防災傾現バ 

スで立川消防 K 前 •利用時 

間/午“如9時から午後5時{入 M 

は午後4時まで》 •休館日 / arg 

日 • 笫3火曜〇 •入館 «/無科 • 

間合せ /二 •1=! 九 


今 n の真如苑 W 含#奴は左 al ! の通りです。 

2 e 

■ H 時2月 UEIW 

2時彳4時 

■お 中し込みは「えくてびあん • n ンパニ 

オン」{本誌を手* I てくれた人)へ • 


謹んで震災の 

お見舞いを申し上げます 

この度の兵晦県南部 itkK におきま I て、 

ぉ11*くなりになられました方々のご»榀を 

心よりお析り申 L 上げ i す。また、被災さ 

れました方々、心よりお兒裨い中し上げま 

す0 



1月12=からの-週問，駅 
ビルルミネ•ウィルギヤラリ 
f で開か把た - I ベスト立川 
入 . K / s 间目を迎えた今年 
も•関係各位のご協力をいた 
だき，盛況のぅちに fflffi する 
ことが出来ました* 
to 年恒例の才—ブニングパ 
|ティーは 3n 事悄にょり延期 
になつたものの，初 R から会 
場を訪れる人の足 a 途絶える 
ことなく*一週間で二で人以 
上の布1£が來城=躍動する街 
の息吹でいっぱいに滿たされ 



ました。恃に成人の日をはさ 
んだ三連体には、様々な年齡 
W の方が訪れ、埸内は明るい 
# IM ^ で鉑たされま L た。 

全□をとおし、今年目立つ 
た傾向として、, , I くから立川 
に住んでおられるお年^りの 
方の来展が多かったょぅに思 
います。找覧の後には街の歴 
史にちなんだお話や，皆さん 
それぞれ®想を述べてくださ 
若いスタッフにとつては 
とても勉強になる棰仝をいた 
//きました* 


立川近郊の方も多数お兄ぇ 

になり、鑑賞の後には「ぅち 

の街でもこんな催しがあれば 

いいのに」と感想を述べてく 

ださいました* 

過去の「ペスト立川人 • «」 

に登場された方、また本 ir . を 

削 flj 当時から応提してくださ 

つている方々も M 々と足を is 

A でくださり，会場はその度 

に、近況の報告や今：2の®想 

などを話姐に•しばし歓談の 

がぅまれました " 

期問屮， M 料で Sid 布してい 



る-1ラ•ヴィ•アン • D 1ズ 

1 一〇〇年カレンダ—」 U 今 

年も好評で、锊さん！5り際に 

+に取ってご覧になり、お侍 

ち袖りいただき il た。 

卜回目の筋を越ぇ、また^ 

持ち新たに街を ft つめて行こ 

ラといぅ決®と共に、ご協力 

いただいた ra 係各位、ご來場 

の钜樣には，18んで卸礼申し 

上げます。ありがとうござい 

ました。 

さて、來年はどんな出会い 

がありますでしようか…。 



越して肉体的な痛みまで®じて 
しまうような映！ T 视戈にテレビ 
の映»で«#の樣+を兒てしまっ 
た後だけに「映幽だから」「作りモ 
ノだから」など t いう余裕は、 ま 
つたく消えてしまった。 h 映後. 
何ともいい雒い後味の*さの中に， 
この状況を、今現案に牛きている 
人たちがいるという*^を思い出 
し' 涙が出そうになつたゥ 
♦無力感を趙えて 
防災の心搞えをつかむべく訪れ 
た防災館だが、後に伐ったの U 災 
再に対する後つかの知 ai と、なん 
とも H えぬ無力感 b S 然の tt 威の 
荊にあつて•人問といラのはなん 
と fe 力なのだろうか•という^侍 
ち n だが，本当の防災とはここか 
vr 始まるのではないだろうか 。 a 

然の力の •#] に何もできない自分た 

ちを to り，だからこそ「今*何を 

すべきか j 「何を№1えるべきか」と 

いうことを典剣に考えられるので 

はないだろうか。防災館で体験で 

きることはあくまでも疑似だが， 

その^持ちを持つためにも、わが 

街にこの施 la がある t いう事は宰 

せな ■+- なのかも. g れない • 

スぺ IX を巡つている途中、私 

たちの一:;:は一人の A : の- f と合流 

した6彼女は女で大生。兵蜥の St 

災をテレビで a て，矢も楯 t たま 

らず， m ^ rtl - からここを a / n たと 

いう。友迷も誘ってはみたが，結 

局来たのは彼女だけ • ft スぺース 

での体联眯洱を典稱にこなす彼女 

の表情を3?て、なんとなく救われ 

た^恃ちになつた。 


♦棵々なスべ—ス で屢災を*■体験」 

兵 Mi の K 災の2=:後。19:::の午 
後，私たちは防災鲔にいた。关し 
いフロアは平：：！だからか閑敗と I 
ている。大地®の後だけに人勢の 
求館 «• がいるかと^えていたが*^ 
想ははずれ■「防災に：： TI て、もう 
少し ix 孰をもってくれればいいん 
ですが」案内をしてくれる係.のみ 
も鬼らす。 

防災館は様々な設 fils によつて災 
W についての知趣を得，疑似体觖 
まででさるという ㈣ 期的な施设。 

邯内には池袋 t - t 川のニヶ所しか 
ない’東京で K 災が起こった埸 
昭和 iie 念公№1付近のこの一带が都 
比の避雖坳所に «•>£ されている 4 i 
などから•こういう%设がわが&1 
に*るということの£味は人きい0 

妯初に案内されたのは「@体软 

• M /« H が止まり，*つ « f な状態 

の姥物の中を、いかに慌てず(:避 

II 出米るかを学ぶスぺ一ビル 

のフロアを设定したセットが組ま 

れ•無其な煙を室内 i : 放出。 JJi 尖 

の災古に椒めて近い状況の中を、 

_を吸わないように11¢を！ S め、出 

n を求めて i £ んでいく。^ Mt 1> l{:n 

I スの说叫を受けてはいたものの、 

WW な姿勢 • L かも ft っ呤な状態 

を - f 探りで進んでいく不安®は予 

思以上。ようやく- T - に触れたドア 

ノブを M してもそれが W 1 かない畤 

の気持ちたるや，これは alii 練だ t 

わかっていて t 「もうだめだ/」 

と n 走つてしまうはど。 mu にた 

どり持いた時には • 诗中| •曲冷や 

ir でびつしより*コンビユ—夕 I 



天 # 付近 (is が充鵜していも。 


の採点では合格点だったが•ぃう 
までもなく％^の災古に Azm も^ 
介 m もない" 

次のスぺースは「地：夜体故室」。 
リビングやキッチンを楔したセッ 
卜に入り • 媒改5丨6以上の揺れ 
の中でどれだけ^ yj な行勧ができ 
るかを試す•機械の调狻のため • 
残念ながらこの！：：は描れを体缺す 
ることが出 3 R - なかつたが「火を jrt 
す」「ドアを閲ける J r 机の T にも 
ぐる」「押をかけあラ」などの*^ 
的な行觔を瞒時に出米る人は滅多 
にいないという*実膝に地 K が起 
こった時*その恭木妁な - fr 釣を*■行 
うため j ではなく •それを「行う 
ことが闲雎だ」ということを^を 
もって知るためにこの.役餱はある。 
案^の方の说明を W 1 さながら、そ 

んな丰を感じた- 

♦必見/「太 n が引き H かれた日」 

消火器や坧内消火怜を使って讷 

火のトレ— -ーングをする「消火訓 

練室」。;;一のために基本的な応 

atos を学べる「応急救護. { M 株雀」 

などのスぺ—スをひととおり体^ 

して • M 後1:案内されたの U 「防 

災ミ-1シアタ IJ * ブラネタリウ 

ムのょうなドーム状のスクリーン 

に、*際に) liiJS が起こった街の tt 

況を織り込んだ映3:「太»が^ I き 

裂かれた HJ が h 映される。17分 

という短い h 映時問だが，そこに 

映し出される映倮は说斩の齐罾设 

熵と相成つて、舐場慼がたつぶり〇 

瓦礫の街の中*物が落 F して f る 

シ—ンでは思わず休がよけてしま 

うほど。怖いという «. 持ちを通り 



災 IH シアタ—•大 fi 力の*と 

峡像*心！！の*い人は罾注意。 



「陶芸がや 
りたくて芙術 

たのですが、 

人学では金® 
<:魅せ4れて 
I まいまして…大学院を出て陶 
芸を始めたんです」忠冷子さん{路 
町> は、都立芸術商校でデザィン 
を教えている教 Ml である"その® 
校の 51 の人一ぅ教師 IU1 期生たちが^ 
まつて•初めての個城を A 本冬で 
照いた。「〇分で S を待っていない 
ので， M 芸教宰に迪っての制作な 
んです。ですから作品一つ作るに 
も時間がかかつて L ま- , J て」と文 
う患さん n 

ほんとうにやりたか - 〇た Ms と 
格闕’繳*1:塩を使ってみたら范 
気*が3 i びてしまうなどの失敗を 
操り返 I ， Q 分の求める色や塊き 
上がりへのこだ6りに苦心しなが 
ら•生活維 K である*■らんぶ j に 

i- . *-7w frj 4 — 4 • ^ d^l — 

上と明りの调和を求め IX けている。 
閃柄は昽材があるわけではなく. 

S 分の^持ちの i ま彫りあげてい 
くと『トンボ』が多くな*0という 
はのぼのとした作風は忠さんの人 
柄をそのまま央し出しているよう 
だ❶ 
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あの地 K が自分の上地に»つて 
きたら*どラしよう•ただ，おろ 
おろするばかりである。私は人丈 
夫という人がいたら、実印侍参の 
L H » i で « hL 出て«きたい ♦ 
天災の Hii <: •人力の®弱を痛感し 
なかつた人 U おるまい。研究 •«• が 
制作した種々のマ-一 OL アルも ， n 
ンビユーターの千®ら役立たなか 
つたようだ。マグニチ H I ド6と 
も7ともへムわれるが r 烈揉」の場 
合•他の要菜が加わるよラに思ぇ 
る。わが家は本姥築だから大丈夫 
と朵沾してみても-裟災畤に家に 
いるとは限らない〇路丄にいても、 
今间のように ia 速道路の檐桁が横 
倒しになつて L まつた。桁外れの 
災#に、人間はなす rr がないので 
あろうか令災苦の悲惓を伝ぇるこ 
とが難しいのも A 問社会の限界な 
のかも知れない。わが#をつねつ 
て他人の痛さを知れと教ぇられて 
も•突感の檐会は滅多にない。テ 
レビや新 wl « r 誌を通して被災者の 
悲慘は知つていても「自分ごと」 
からは程速い、悲しい性をもつて 
いる令_しいと判つていても、希 
望は失ラまい■もともと人钼は「箱 
«の生物 j として常々たる歴史を 
t つているではないか。ところで、 
一人亊の場合の地域の「避 II 埸所」 
をあなたはご存知であろうか。神 
語に『冷味〇知」というのがある 
とも M いた♦凶報を^:紺にかへ春 
よ来ぃ- 
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L 瓦鐮と化した兵洚の街{立川防災 « s 示写真より) 


未 ] ftr の大災 V ?ミなった兵啡识 
南 ® 地尻。テレビの固 Irll に映し出 
される止拽し糊い光贵に芑葉を失 
ラ " 被災地の " に： ^ どうか®张 
づていただきたいと ® う 4 x\ fv ちと 
IMI 時に「これ a lfe ん事て a ないぞ」 
t^ いが * ふれてきた， 
「あそこへ行 -0 てみよう / W 
いざという時の心 W えをつかむ 
べ， \ 私たちは总竑，立川«|;民防 
災教 1? センタ！立川防災館(菘 
町》を訪ねることにした " 









































































































































































3 .羽衣町•小繭井毽義さん 

の「アンティーク•ウォ ッチ」 


わたしの 


















